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今週末から冬休みに入ります。３年生にとって今年の冬休みは試練の冬休みと

なります。受験シーズン到来です。個別指導や期末懇談会で担任の先生からこれから入試までの勉強

の仕方についてアドバイスを受けたことと思います。人それぞれに課題はあります。受験勉強は張り

詰めた気持ちの中で、時に不安に押しつぶされそうになりながらも推し進めていかなければならない

ものです。これまで色々な場面でより高みをめざして頑張ってきたことを思い出し、今この時をしっ

かり勉強して下さい！！目標に向かって努力し続ければ、願いは必ず叶います。頑張れ３年生！！

校長 藤原 紀子

今年の世相を表す漢字一文字に「災」が選ばれました。

193,214 票の応募数の約一割 20,858 票を占めて 1 位となっ
た漢字です。「自然災害」「防災意識」「人災」が多くの人

の心に思い浮びこの漢字があがったようです。主催者「日

本漢字能力検定協会」は、平成最後の今年を表す漢字とし

て選ばれた「災」を「北海道・大阪・島根での地震、西日

本豪雨、大型台風、記録的猛暑等、日本各地で起きた大規

模な自然「災」害により、多くの人が被「災」した。しかし、 ＜京都清水寺揮毫＞

自助共助による、防「災」・減「災」意識も高まり、ボランティアの人々の活躍にも注目が集まっ

た。新元号となる来年に向けて、多くの人が「災」害を忘れないと心に刻んだ年」の漢字と定義

づけました。

予想もつかない自然災害、これまで経験したことのない脅威。多くの人が悲嘆に暮れ、今なお

悲しみは癒えることなく、また、不自由な生活を余儀なくされていることを思うと胸が痛みます。

西日本豪雨で沢山の被害に遭った智頭町民としてけっして人ごととは思えません。

智頭中２年生の西尾真由さんが、「人権は守られている」という題で、智頭町が被災し、避難所

となった病院の一室で避難住民の立場にたった素晴らしい支援がなされていたことを誇りに思っ

たという経験を弁論で発表してくれたのは意義深いことでした。

岡山の真備町の中学校は長い間仮住まいの中で勉強し、他の施設を借りて、先日ようやく文化

祭ができたということがテレビで放映されていました。大好きな合唱を再び歌える喜びを体一杯

に表現して歌う中学生とその歌声に奮い立とうとする人々の姿を見て、胸にこみ上げるものがあ

りました。

「災」が選ばれた意味合いは、自然に対する畏敬の念を持ち、「無災」を願いながらも、苦しい

時は、「自助共助」で立ち向かい、希望を持って生きていこうとする、平成を生きる日本人の強さ

を表すものと考えます。被災地の人々のことを忘れず、思いをはせ、何不自由なく普通に生活で

きていることに感謝し、今を精一杯生活したいものです。



１ヶ月前になりますが、去る１１月１７日（土）に開催した人権教育公

開授業はいかがだったでしょうか。１年生では、「あっていい違い」と「あ

ってはいけない違い」について考えました。実はこの二つについて考える

ことは、突き詰めれば同じ価値に辿り着きます。「あっていい違い」につ

いて考えることは、「人は皆一人一人違うということ、違うからこそ素晴

らしい」ということに気づくこと、「あってはいけない違い」を見極める

ことは、「根拠なき不当な扱い」、例えば、「年寄りは黙まっとれ」等の言い方を許さぬ社会を作るこ

となのです。２年生は、ブラインドウォーク、３年生は手話の学習を通して、共に生きる社会につい

て考えました。３組では、家族の人への感謝の気持ちを表すことを、４組では自分の良さや個性につ

いて考えることに取り組みました。誰もが大切にされ、笑顔で暮らせる学校や社会であってほしいと

思います。

子ども達の活発な学習にも増して心を動かされたのが、ＰＴＡ研修会でお

聞きした、加藤りつこさんの講演でした。絶望の淵から、多くの人々の支え

や出会いによって、一筋の希望の光を見いだされ、亡き息子さんの生き方や

その人生を語ることで、多くの苦しみや失意の中にいる人々を救ってこられ

たその生き様は感動そのものでした。保護者の皆さまと共に、有意義な研修

の時間を過ごすことができましたことに感謝いたします。

去る１２月５日（木）、２年生が、総合的な学習で、智頭

町百人委員会の町への提案事業に参画し、智頭町活性化の

ための提案を行いました。中学生の参加は、今年で５回目

となります。

本年度、２年生は、１年生の時から地域学習として取り

組んできた「新智頭図書館」建設プロジェクトの企画提案

をしました。「こんな図書館があったらいいな」という発想

から始めた本プロジェクトは、地域で行われるワークショ

ップに参加しながらの取り組みでもありました。 ＜ 12/5 日 百人委員会提案＞

この提案に向けてのグループ毎のプレゼン発表審査会を経て、採用された企画及び合体企画をもっ

て今回の事業提案としました。言わば２年生全員の汗と涙が詰まった力作アイディア集の提案だった

のです。

図書館建設に意見提案をさせていただくことへの喜びと新図書館への大きな期待を込めて発表する

中学生と夢のある提案に大きな拍手が送られました。採用されれば、いよいよ来年度、「新図書館 PR&
開館記念しおり制作」が行われます。

１２月８日（土）午前中に、１年生 PTA 学年部主催の親子会が開催されました。まず最初に体育
館で親子対抗バレーボール大会を、その後グラウンドで、運動会で出来なかった親子演技を、最後に

再び親子対抗のサッカー大会という企画で実施されました。室内外問わず冷気・寒気の中ではありま

したが、実行委員の子ども達が運営し、親子で元気一杯にプレーし、盛会裡に終わりました。

中学校での親子会実施は少なくなっていると思いますが、智頭中ではこのように PTA 学年役員さ
んと学年職員が労をいとわず実施の運びとしていただくのは本当にありがたいことだと思います。

親子での楽しく、微笑ましい様子を目の当たりし、あたたかい気持ちになりました。



１２月に全校生徒を対象に本年度２回目の「学習に関するアンケート」を実施しました。質問は宿

題提出、教科書の持ち帰り等を含む９項目がありますが、６つの項目について結果のグラフを紹介し

ます。学校では、新しい学力観に基づいて、対話活動や ICT 活用、図書館での学習を推進し生徒が
主体的に学ぶ授業の工夫をしています。生徒の理解度、興味・関心等においてここ数年で良くなって

います。家庭学習の時間等、ご家庭でも話題にしていただき、ご指導いただければ幸いです。

１ 授業の準備忘れ ２ 授業内容の理解度

３ 学習内容に興味を持つことができるか ４ 満足感や充実感を感じる授業があるか

５ 家庭学習をどれくらいするか ６復習・予習をするか

＜学習アンケート経年比較＞

＊ H27年度からの経年比較です。４年間で、少しずつ学習に向かう姿勢は改善されています。
アンケート項目 H27.12月 H28.12月 H29.12月 H30. 7月 H30. 12月
授業準備を忘れない ５９％ ５５％ ６５％ ６０% ５６％

授業内容を理解できる ８３％ ８７％ ９０％ ９ 1％ ９３％

学習は大切だと思う ９２％ ９６％ ９８％ ９ 7％ ９７％

授業内容に興味が持てるか ６５％ ７７％ ７９％ ７９％ ８３％

満足感・充実感を感じるか ５８％ ６６％ ８１％ ８２％ ７８％

教科書を持ち帰るか ５０％ ４１％ ５５％ ７１％ ６５％

家庭学習６０分以上 ６１％ ６４％ ８４％ ８０％ ７６％

復習・予習をするか ２８％ ４３％ ４８％ ５６％ ５６％

課題を提出するか ７４％ ８４％ ９２％ ９５％ ９３％
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去る１２月１１日（火）午後、学校保健委員会を開催しました。学校医、学校薬剤師、学校歯科医、

PTA 代表、学校関係者（栄養教諭、小・中養護教諭、中学校関係職員）の委員が、子どもの健康保
持増進のために、それぞれの立場で考え、意見交換を行います。母親委員会自作のアンケート結果か

ら見えてきた子ども達の生活の実態から、親としてより適切な助言の仕方やより健康な心と体を作っ

ていくための改善策等が話し合われました。「成育医療（子どもの育ちを支援する医療）」を根幹と

される大谷学校医さんの「幸せな人生とするために」というお話や福川歯科医さんの丈夫な歯をつく

るための助言は大変参考になりました。詳しくは本日発行の学校保健委員会だよりをご覧下さい。

○ JOCジュニアオリンピック全国都道府県対抗中学バレーボール大会 12月 25日～ 28日
於：大阪市中央体育館 本阪瑠夏くん（３年生）鳥取県選抜チーム レフトウイング

鳥取県随一のジャンプ力を誇る選抜チームエースアタッカー。チームの大黒柱として、得点を重ね

チームを勝利に導いて下さい。

○中国地区中学生ソフトテニスインドア大会 12月 27日 団体戦 於：鳥取県民体育館

木村萌々子さん 谷口愛佳さん 今倉希空さん 綾木遥花さん 谷口楓佳さん 小坂亜衣さん

植木海音さん 國本麻尋さん 「みんなで一本」を大切に、練習の成果を出し切り、鳥取県代表、

智頭中代表として堂々と戦ってきて下さい。

○４月の PTA 総会を皮切りに、PTA 執行部役員の皆さまを始め保
護者の皆さまには、PTA 活動及び中学校の教育にご協力をいただ

き、心より感謝申し上げます。おかげをもちまして、１・２学期の教育活動を滞りなく終了すること

ができました。年末年始、ご家族で楽しいひとときを過ごしていただきますよう、そして３年生保護

者の皆さまには、受験期の子ども達を支えてやっていただきますようお願いし、学校通信１２月号の

発行と致します。それでは良いお年をお迎え下さい。

１月・２月の主 な 行 事 予 定
【１月】 【２月】

６日（日）敬愛高校特進入試 １日（金）新入生説明会

７日（月）始業式、休み明けテスト、実力テスト ３日（日）城北高校専願Ⅱ･一般入試

１２日（土）城北高校推薦・専願Ⅰ入試 ４日（月）３年生期末テスト（５教科）

１５日（火）進路懇談（３年） ７日（木）米子北高校入試

１６日（水）進路懇談（３年） １３日（水）県立高校推薦入試

１８日（金）靑翔開智入試～１９日 １５日（金）期末テスト（１・２年）

標準学力調査 ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾄﾛｰﾙﾃﾞｲ 卒業お祝いバイキング給食（３年）

２１日（月）第４回生徒会 day １７日（日）米子高専一般入試

２３日（水）地区学習会閉講式 １８日（月）期末テスト（１・２年）

２４日（木）八頭ライフ体験事業（２年） ２０日（水）実力テスト⑧（３年）

２６日（土）敬愛高校推薦・一般入試 ２１日（木）第５回生徒会 day
英検 ２２日（金）ＰＴＡ理事会

東部地区中学生選抜インドアソフトテニス大会（１１月２３日）

第１位 木村・谷口愛ペア 第３位 綾木・今倉ペア

平成３０年度八頭郡中学校科学研究発表会

優良賞 川端 京悟 「バックウォーター現象について」

安道 心音 三輪 愛美 「紫外線とバナナ」


